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り仙台の会員の渋谷真理子さんはときどき楽し

いイラス ト入りのお手紙を下さいます。昨年

「地元に人形館が出来た」とのニュースを送って

下さったので、もう少しよく知りたいとの旨お

返事を出したらこんなに楽しいお手紙を下さい

ました。私一人で見るのは惜しいと思いここで

紹介させていただきました。渋谷さん、どうも

ありがとう。

自石人形の蔵の住所 :宮城県自石市城北町 4-

18′
「
EI_′ 0224-26-1475

りまた熊本県の会員の石坂紀美さんも、熊本県

立美術館の今西コレクション名品展について知

らせて下さいました。昨年九月に行われた同展

では、熊本のコレクターであった今西菊松が同

美術館に寄贈した堀柳女や平田郷陽などの人形

約 50点を展示したそうです。貴重な情報をど
うもありがとうございました。

熊本県立美術館

熊本県熊本市二の丸 2番

lEL′ 096-352-2111
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サ
ー

ニ
ッ
ト
講
習
会

一
月
十
四

・
十
五
日

前
回
好
評
だ
っ
た
サ
ー
ニ
ツ
ト
の

講
習
会
を
再
び
開
催
、
１
日
目
に
前

回
と
同
様
、
素
材
な
れ
る
た
め
の
頭

部

の
制
作
、
２
日
目
は
難
易
度
の

高
い
手
を
制
作
し
ま
し
た
。

０
　
手
の
芯
を
つ
く
り
、
粘
土
を

つ
け
て
い
く
。
芯
さ
え
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
失
敗
し
な
い
。

②
　
成
形
。
手
の
リ
ア
ル
な
感
じ
、

特
に
血
管
の
浮
き
出
た
様
子
な
ど
が

簡
単
に
表
現
で
き
る
。

Ｄ
　
焼
成
。
頭
と
同
じ
よ
う
に
、

オ
ー
プ
ン
で
焼
く
。
手
の
部
分
に
よ

り
焼
け
具
合
が
変
わ
る
の
で
注
意
。

火
が

強
く
当
た
っ
た
り
焦
げ
る
の

が
心
配
な
場
合
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

簡
単
に
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
る
と
良

０
　
彩
色
。
講
習
会
で
は
リ
キ
テ
ッ

ク
ス
を
使
用
し
た
。

今
回
も
参
加
者
の
レ
ベ
ル
が
高

く
、
二
日
間
通
し
て
参
加
し
た
方

は
、
一
体
の
人
形
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
い

そ
う
な
勢
い
で
し
た
。
手

の
講
習
で
は
、
一
人
も
失
敗
す
る
人

が
な
く
、
講
師
の
黒
川
早
恵
美
さ
ん

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ニ
ッ
ト

の
長
所
は
、
肌
の
質
感
に
近
く
、
や

わ
ら
か
い
の
で
焼
く
前
な
ら
い
く
ら

で
も
表
情
が
出
せ
る

こ
と
だ
と
い

い
ま
す
。
サ
ー
ニ
ッ
ト
に
対
す
る
会

員
の
関
心
は
高
く
、
今
回
の
講
習
会

も
早
々
に
定
員
に
達
し
、
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
改
め
て

講
習
会
の
開
催
を
考
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ニ

ュ
ー

ス

◎
ド
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
で
日
本
人

作
家
を
紹
介

今
号
の

「ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
」

で
も
ふ
れ
て
い
た
が
、
世
界
で
最
高

の
部
数
を
誇
る
人
形
誌
ド
ー
ル

・

リ
ー
ダ
ー
が
今
年
の
２
月
号
で
日
本

の
現
代
作
家
十
三
名
を
カ
ラ
ー
七
頁

に
わ
た
り
特
集
し
た
。
表
紙
は
三
輪

輝
子
さ
ん
。
お
そ
ら
く
生
存
す
る
日

本
人
作
家
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
誌
面
の
記
事

は
Ｄ
Ｆ
Ｊ
編
集
事
務
局
長
の
小
川
千

恵
子
が
執
筆
し
た
。
こ
の
ド
ー
ル

・

リ
ー
ダ
ー
誌
を
ご
希
望
の
方
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
・ド
ー
ル
ズ
の
通
信
販

売
を
通
し
て
ご
予
約
下
さ
い
。
部
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
ド
ー
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
閉
鎖

大
変
残
念
な
こ
と
に
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
五

号
の
ビ
ン
ス
ボ
ッ
ト
に
登
場
し
て
い

た
だ
い
た
長
崎
の
ド
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー

「ラ
ｏ
フ
ァ
ミ
ー
ュ
」
が
昨
年

十
二
月
二
十
七
日
に
開
鎖
し
た
。

ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
は
九
州
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国

で
も
お
そ
ら
く
唯

一
の

現
代
創
作
人
形
専
門
店
と
し
て
平
成

五
年
二
月
に
開
店
、
九
州
を
中
心
に

現
代
創
作
人
形

を
積
極
的
に
プ
ロ

モ
ー
ト
、
九
州
の
作
家
や
フ
ア
ン
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
大
き
な
役
割

を
演
じ
た
。
作
り
手
、
売
り
手
共
に

認
め
る
現
代
人
形
の
市
場
の
難
し
さ

を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
希

望
と
し
て
は
オ
ー
ナ
ー
の

中
島
健

一
氏
が

「今
は
休
憩
中
」
と
語
り
、

奥
様
の
幸
子
さ
ん
は
、
現
在
は
縮
緬

小
物
を
扱
い
な
が
ら

「違
う
形

で

こ
れ
か
ら
も
人
形
の
小
さ
な
灯
を
と

も
し
続
け
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
こ
れ
ま
で
の
中
島
夫
妻
の
健

闘
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
、
今
後
の
展

開
と
発
展
を
祈
り
た
い
。
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近況報告

山下治子
2～3セ ンチのねずみのミニアチュールでフランスで人気の高い

山下さんは今年の干支にちなみ、1月 6日から12日まで東京・

銀座の和光で本邦 2度目の展覧会を行った。表情豊かねずみとそ

れを裏付ける驚異的な技術は見る人をひきつけて離さなかつた。

会場での山下治子さん

2セ ンチほどの作品をルーペで見れば、どれも

そのまま大きくしても作品になるほど、動きや表

情が豊か、愛くるしい。髪の毛ほどの大さのイギ

リス製の針を使い、専用の糸を使って制作された

ぬいぐるみのねずみは、下着など見えない部分ま

で気が配られている。

今回の展覧会では 70点あまりを展示、 ドール
ハウスのように南フランスや日本の田舎といった

ステージを用意したが、作者によれば、それより

もこれらのねずみは日常の様々な場所にさりげな

くおいてもらうのがいいという。ビスクドールや

人形に幅広く興味を持ち、制作もする。

南フランス在住。
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from overseas

ジェイン デイヴィス

「デイジー・カッター」 人形は約10cm
ビスク製 関節は14カ所、乗っている木彫のロッキングホースも自身の作

ジェーンのミニチュア人形を初めて見た時、それまでミニチュア

人形について無知であった私 は、彼女の人形のわずか 2センチ位

の顔にはっきり見られる豊かな表現力、創造性の高さと、10セ ン

チ前後の体全体をジョイントで動かすことのできるテクニックの確

かさに感嘆した。限定作 品でもう作らなくなってしまったという

「ラスト・エンペラー」の幼い皇帝の表情は特に忘れられない。

最初からポーセレンの人形に興味を持っていたジェーンは、一九

七七年頃からプロの人形作家 として活動を始めた。宝石のデザイ

ンや修理を仕事としていたので、ミニチュアの人形を作るの に必

要な技術は、その時身につけた。正式なアートの教育は受けていな

いが、アートに対する興味はずっと持っていて、水彩画やベン画

もこなす。服飾デザインとその制作も 12～ 3年仕事と して、時
にはセミナーで教えていたという。そのせいか彼女のミニチュア人

形のコスチュームは素晴らしくセンスがいいし_その繊細さには

驚嘆してしまう。

イギリス南部、サセックスに住み、住居と仕事部屋は昔の学校を

(イギリス)

文 リスフェルド純子

ジェイン・デイヴィス

改造したもので、明るいインテリアで住み心地も仕事場としても

満点である。彼女の良き伴侶であり、仕事のパートナー、アシス

タント (事務)でもあるご主人のジョンとの間に男女二人の成人

した子供がいる。軍人でもあったジョンの勤務の関係でタイなど

アジア諸国にしばらく暮らしたこともあり、東洋文化に対する造

詣も深い。

人を引つばっていくリーダーシップがあり、物事をてきばきと

処理していく才能に恵まれていて、彼女のまわりにはいつも人が

集まつてくる。「イギリス人形作家協会 (BDA)」 trグローバル・

ドール・ソサエティ」、「N:ADA」 と、

なポストについている。

これからも今まで通りの現定数の

作り続けるが新しい試みである

大の作品も作っていきたい、と希望を話す。 キーな人

間だと思う、と彼女は言う。人形を通して「人生」を学べるから、

だそうだ。

で
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CLA.SSES
几例   代 :代表者 講 :講師  内 :内容 (関 :関節、固 :固定ポーズ、伝 :伝統技法、衣 :衣装・洋 :洋装、和 :和装)
素 :素材 (桐 :桐塑・桐粉、粘 :石塑・紙粘土)教 :教室 日 :講習日 入 :入会金 月 :月謝

アトリエ・リデル

166 東京都杉並区高円寺南 4-2-3

若松荘 101 03-3314-9794

岩切人形教室

158 東京都世田谷区上用賀 5‐ 27‐20
03-3425-2396

エコール・ ド・シモン
四谷シモン人形教室

:51 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-54
03-3402-9488

竹取物語人形学校

171 1東京都豊島区日白3-1-36

03‐ 3954‐ 3395

代 :山 上真智子

講 :山 上真智子

3(治

内 :関

素 :粘

教 :他 1

日 :水、他

入 :10000

月 :8000

代 :田村涼子

情 :横田早首

田村涼子

内 :固・園・衣 (洋 )

家具

素 :粘 /FRP

日 :相談

入 :15000
月 :6500よ り

代 :四谷シモン

講 :四谷シモン

小沢茂・高塚宏

内 :関

素 :桐・粘

日 :月 火水木土

入 :50000
月 :14000よ り

代 :宮崎優人

●:宮崎優人・竹村和子

桑原静江・小林三千子

内:口・衣 (洋・和)・抱き

人形・三ツ折れ・市松

素 :布・桐・釉・胡粉

日:月 火水木

入:20000

月:750より

ドール・スペース・ビグマリオン
158 東京都世田谷区奥沢6-28‐ 14-201

03-3704-3730
167 -102

藤井路以

173 東京都板橋区中丸町39-2‐ 104
03-3530-6598 5-1484

代 :吉田良―

講 :吉田良一

福島弘太郎

内:日・口・衣

・オブジェ・カラクリ等

素:布・木・桐・粘・FRP

日 :月ホ金土日

入 :20000

月 :13000

代 :福島弘太郎

講 :福島弘太郎

内 :日・関・衣 (洋)

素 :布・木・桐・粘

ビスク・FRp・ 張子

コンポジション

日 :金土日・他予約

ス、:20000よ り

月 :12500

(2100/1臓争rl)

代 :藤井路以

爾 :藤井路以

内 :日・園・伝・衣 (洋 )

マリオネット・からくり

素 :粘

日 :火・金

・ 日 (月 1回 )

入 :20000

月 :12000

代 :中 西京子

講 :各都市購師

内 :固・衣 (和 )

霧 :和紙

教 :全国各都市

購習日・月謝など

各教室による。

詳 しくは上記東京

中央教室に問合せを

よみうり渋谷アカデミー

オブジェドール教室

150 東京都渋谷区桜丘13-15
03-5458-8844

ARTモ マーユ

206 東京都多摩市貝取 2-5-3‐ 506
0423-76-1494

水澄美恵子人形教室

206 東京椰多摩市民取2-2-16‐203
0423-38-8639

安藤早苗人形教室

194 東京都町田市森野 1-37-1
0427-22-4030

代 :高橋操

講 :高橋操

内 :闘・衣 (洋 )・ 他

素 :粘

日 :第 1・ 3水

入 :5000

月 :12000(3月
`))

代 :所由紀子

講 :所由紀子

内 :固・衣 (洋 )

素 :布・粘

日 :第 1・ 2・ 3金

入 :10000
月 :8000

代 :水澄美恵子

講 :水澄美恵子
内 :日・目・伝

衣装 (和洋)
からくり

素 :布・桐・粘・FRP

オープン粘土・張子

教 :パルテノン多摩
/名古屋

日:ホ (月 2日 )
入 :lαXЮ

月 :lαXЮ

代 :安藤早苗

講 :安藤早苗

内 :固・関

素 :粘

教 :よみうり文化

センター町田 /川越

日 :第 2・ 4火他

月 :15000

ノーマ=ドール=スタジオ
242 神奈川県大和市西鶴間8-4‐29

0462-77-1332 4-1-1-202 045-972-2292

滝康子創作人形教室

333 埼玉県川口市芝4178-29
048-268-7380

360 埼玉県熊谷市箱田2‐ 11-12
0485-25-0959

代 :荒木野馬

講 :荒木野馬

内 :固・関・衣 (洋 )

素 :桐・粘

日 :火日 (各月 2回 )

入 :20000
月 :13000

代 :滝康子

講 :滝康子

内 :日・目・衣 (洋 )

・抱き人形

素 :布・粘・張子

・胡粉

日 :水

入 :20000
月 :12000

代 :福田朝子

講 :福田朝子

内 :固・衣 (洋 )

素 :布・粘

日 :第 2・ 3月木

入 110000
月 :10000

太山レミ人形教室

730 広島県広島市中区十日市町2-7-24
コーポサンシヤイン101 082-281‐ 5069

堀佳子 生き人形教室

719-01 岡山県浅口郡金光町佐方148-4
0865-42-3634

大橋敏子人形教室

720 広島県福山市地吹町 13-39-603
0849-31-5827

教室案内は偶数号に掲載さ

れます。掲載無料。

掲載をご希望の方は所定の

書式がありますのでお申込

下さい。

代 :太山レミ

驚 :太山レミ

内 :固・関・衣 (洋 )

布張 り

素 :布・桐・粘

日 :第 124火 土
月 :5000

Ⅲ■ ‐■,t

,

・ヽ

代 :堀佳子

講 :堀佳子

内 :固・関・衣

素 :布・桐・粘

オープン粘土

日 :第 2・ 4火

入 :10000
月 :8000

代 :大橋敏子

講 :大橋敏子

内 :田・衣 (洋 )

素 :粘・桐・ ビスク

布張リ

日 :第 1・ 4月

月 :5000

22

|

■|‐
111■

魃
鯰隷
鰈

饉瞑
録
腱
釉

押
■
■
一
´
一

やまと凰人形教室

濾
蜃
ぶ一

=ノ
L 懸
・
二
一

さんが,う さ

`二月兎工房

爾

代 :武井久美子

講 :武井久美子

内 :園・園・伝

素 :桐・粘

日 :木金土

入 :10000
月 :10000
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□
は
じ
め
ま
し
て
。
今
ま
で
人
形
に
関

「
く
、
　
す
る
情
報
が
ほ
し
く
て
も
な
か
な
か
手

「一
”．　に入らず一まわりには知
っている

ｒ
ｒ
』

人
も
お
ら
ず
、
フ
ト
足
を
踏
み
入
れ
た

Ｔ
Ｉ
・　
人
形
展
で
教
え
て
も
ら

っ
た
、
ま
さ
に

Ｔ
Ｉ
・　
運
命
の
出
会
い
。
教
え
て
下
さ
っ
た
作

ＦＦ一　一晴腱もそ（̈
隷剛が海″”試識詢薇

ロ
ー
』

で
す
。
や
は
り
活
動
が
多
い
の
は
関
東

で
す
ね
。
私
は
兵
庫
で
す
が
関
西
で
も

た
く
さ
ん
発
表
の
場
、
教
室
な
ど
増
え

て
は
し
い
も
の
で
す
。

私
は
今
、
二
十
才
、
子
供
も

一
人
お
り
、

な
か
な
か
人
形
作
り
に
も
手
が
出
せ
ま

せ
ん
。
十
代
の
こ
ろ
は
じ
め
て
作
つ
た

人
形
が
あ
り
、
も
っ
と
理
想
の
人
形
を

作
り
た
い
と
今
も
おヽ
も
い
つ
づ
け
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
Ｄ
Ｆ
Ｊ
で
関
西
に
も
人

形
教
室
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
望
ん
で
い
る
読
者
の
方

も
多
い
は
ず
―
投
稿
の
コ
ー
ナ
ー
も
充

実
し
て
ほ
し
い
。
い
ろ
ん
な
人
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
き
き
た
い
も
の
で
す
。

花
崎
千
尋

（兵
庫
県
三
木
市
）

□
長
い
間
、
ず

っ
と
情
報
が
欲
し
か
っ

た
の
で
す
。
地
方
で
作
る
い
ら
だ
ち
を

感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。
四
号
の
吉
田

先
生
、
六
号
の
四
谷
シ
モ
ン
さ
ん

（こ

の
お
二
人
は
地
方
で
作
っ
て
い
る
者
達

に
と
っ
て
は
神
様
の
よ
う
な
方
々
で
す
）

の
記
事
に
目
の
ウ
ロ
コ
が
ポ
ロ
リ
と
と

れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
心

を
込
め
る
か
、
ど
こ
ま
で
リ
ア
ル
に
作

る
か

ｏ
・
誰
で
も
必
ず
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
す
。
そ
の
ほ
か
す

み
か
ら
す
み
ま
で
栄
養
に
な
る
こ
と
ば

か
り
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
は
濃
い
で
す
。

今
、
創
作
人
形
の
世
界
は
関
節
人
形
を

中
心
と
し
た
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

い
も
の
と
、
「人
形
は
優
し
く
愛
ら
し

い
も
の
」
と
す
る
流
れ
を
汲
む
も
の
に

大
き
く
分
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
小
川
さ
ん
に
は
ど
う
ぞ
い
つ
の
場

合
も
冷
静
で
中
立
の
視
点
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
同
じ
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
て
い
る
人
達
と
時
に
は
パ
ア
ツ
と
話

し
合
え
た
ら
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま

す
。
き
っ
か
け
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
青

山
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
共
に
二
月
十

一

日
に
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

木
村
宏
美

（岡
山
県
岡
山
市
）

■
偶
然
で
す
が
、
関
西
以
西
の
新
し
い

会
員
の
方
か
ら
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
お

手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
情
報

誌
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
私
も
思
い

ま
し
た
し
、
作
っ
て
み
た
ら
喜
ん
で
下

さ
る
方
が
多
か
っ
た
こ
と
が
私
の
一
番

の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
会

員
に
は
素
晴
ら
し
い
作
家
の
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
や
い
ま
す
し
、
情
報
を
お
持

ち
の
方
も
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
持
て
る

知
識
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
場
で
分
け
合
っ
て
頂

け
れ
ば
ど
ん
な
に
い

い
か
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
関
西
の
皆
様
に
は
二
月
十

一

日
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
小
川

＊
チ
ョ
ッ
ト
チ
ャ
ツ
ト

ｏ
ェ
ｏ
■
ｏ
ェ
＞
↓
　
Ｄ
Ｆ
Ｊ
７
号
の
編
〓票

後
記
で
ふ
れ
た
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
編
集
長
の
小

川
千
恵
子
と
気
軽
に
人
形
談
義
を
す
る

幻
の
チ

ョ
ッ

ト

・
チ
ャ
ッ
ト
を
、

ち
よ
っ
と
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
。
日
時
は

二
月
、
四
月
、
五
月
の
十

日
の

一
時
半
か
ら
二
時
ま
で
の
間
に
集

合
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
未
定

で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
か
た
は
連
絡

し

て
下
さ
い
。

う
０
つ
″ ●投稿募集
LETTERS、  REV!EW・・・採用分にはリーセはがきセットを進呈。

iNFORMA丁 !ON ニュースがあったらお知らせください。
近

"引

段告  プロの作家の新作の発表の場です。採用分には規定稿料をお支払い いたします。

教 室 案 内  DFJ偶 数号に掲載いたします。写真は返却できません。

展 覧 会 案 内  随時受け付けます。早めにご連絡 ください。写真は後からでも結 格です。

●次号原稿締切 3月 10日必着
写真の返却が必要なときには、「返却希望」と明記してください。

● DFJ購読方法
ドール・ フォーラム・ ジャパン (DB)は書店では販売されていません。販売は、 会員購読制
です。DFJは年に4回 :2月 、5月 、8月、11月 に発行されます。初年度会費は 5千円、継続会

費は4千 5百円です。お申し込みは年会費を下記の方法でご送金ください。

◆郵便振替 00170 3 252796「 ドール・フォーラム・ジャバン」
(通信欄にDF」 と記入)

0)現金書留・または郵便小為替

●継続手続きはお早めに !

今号で会員期限の切れる方には郵便振曽用紙を同封しています。機構会員の年会■は45∞円で

す。翌号発行までにお申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意ください。

●バックナンバー
5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)、 7号 (たがわまさき)

会員の方は 1部 1000円です。非会員の方 :1400円

ドール・フォーラム・ ジャバン第も号 1990年 2月 24日 発行
日集発行  ドール・フォーラム・ ジャバン事務局
〒 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57 ● (423-95-7547 Fん K0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
印刷 株式会社 日出島
ドール・フォーラム・ ジャバンはユーラシア・ ドールズのスポンサーシップに より運営され

ています。

次号は 5月 24日 発行予定
展覧会DM同封希望の方 (個展DMは会員のみ)は 5月 15日 必着
枚数はお問い合わせください

本誌掲載の記事。写真の無断掲載を禁じます

編集後記

いつも綱渡りの編集作業だが、今回はハプニングの

連続。中でも嬉しい驚きだったのが、映画女優のデ

ミ・ムーアの来日である。彼女は現代ドールアートの

情熱的なコレクターで、2年後にはアイダホに世界初
の現代人形美術館の建設を予定している。その話はよ

く聞いていたが、なにせハリウッドのスター、天の星

のような存在にしか思っていなかった。だが、ひょん

なことかその美術館の館長となる人物と知り合い、彼

にDFJを送り続けいていたら、DFJの志向性は自
分たちと同じだと、デミと二人でいつも見ていてくれ

たという。これだけでも感激なのに、今回の来日の事

前に相談を受け、彼らと会うことまでできたのであ

る。それどころかホテルの部屋に入ると、なんとそこ

には私が送り続けていたDFJと、三輪輝子さんの表
紙のドールリーダーがきちんと置かれてある !これに

は本当に感激した。もちろん、私は何人かのコレク

ターのためだけに働くつもりはない。そうではなく

て、「芸術的な人形はもっと多くの人に知られて社会

的認識度を高めなければ」という彼らの主張が私の言

い続けてきたそのものであり、確かに同じ山を目指す

頼もしい仲間として身近に感じ分かり合えたことがと

ても嬉しかったのである。決して大女優然とせずに、

気さくに自然に、そして熱心に、私と同行した作家と

語り作品を批評していた姿は印象的だつた。彼女が与

勇輝館を訪れたことは既にフォーカスが報じたが、我

がDFJは 次号にて彼女の来日について伝えたい、
ドール・フォーラム・ジャバン事務局長 小川千恵子

[)OLL FORU卜 lJAPAN 3-27-57 KurlegaWa,Higashirnurayama― shi,Tokyo 189 JAPIAN tel+81 423 95 7547 fax+81423957975



ユーラシア・ ドールズ釣通信販売

ドール・アー ト0ファン待望の 2‐写真集

HI YOSHIDA
TR EVILLE

吉田良一 人形写真集
ANA丁OMIC DOLL Ⅱ
アナ トミック 0ドールⅡキッズ

A5判 全 64頁 (オールカラー)
¥1700(送料別)

発行 同文書院

岩切ファンが待ちこがれていた岩切夫妻初の写真集。

貴重な初期作品から最新作までを収録。

A5判 全 74頁 (オールカラー)
¥1854(送料別)

発行 トレヴィル

好評の前作アナトミック・ ドールに続く第 2弾。前作以降の

3回の個展の内容を集約。

お求めにはユーラシア・ドールズの通信販売をご利用下さい

IEU〔lRASIIA ID(0)lL〕LS
ユーラシア・ ドールズ 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57

te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975

岩切克樹&映幹子作品集
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